


要約:新生児ウイルス感染症の実態を調査するため全国の主要 NICU120 施設ヘアンケート

用紙を送付し、74 施設より回答を得た(回答率 62%)。74 施設中、1994 年 1 月から 1995 年

9 月までの 1年 9力月間にウイルス感染症の入院例があった 54 施設から、329 例の報告が

なされた。発症時期は 6 月～9 月の夏季に全体の 57%が集中していた。原因ウイルスの判

明したのは 75 例、不明 254 例であった。エンテロウイルスが最も多く  (55%)、サイトメ

ガロウイルス、ヘルペスウイルスがこれに次いだ。疾患は発熱、血小板減少を伴う発疹症

が最も多く、髄膜炎、腸炎、肺炎の頻度が高い。重篤な全身性疾患、心筋炎、DIC で 9 例

が死亡した。水平感染の予防対策として別室への隔離を行うのは 1/3 の施設で、大多数は

通常の部屋で保育器内に収容している。わが国の NICU において、ウイルス感染症の診断、

院内感染予防対策は未だ不十分である。


